
























































































大正九年始めから、寅彦が発表した作品は 間順にならべれば、次のようになる。　「病院の夜明けの物音」 （ 『渋柿』大正九年三月号）　「病室の花」 （ 『アララギ』大正九年五月号）　「丸善と三越」 （ 『中央公論』大正九年六月号）　「旅日記から（一）シャンハイ」 （ 『渋柿』大正九年六月号）　「旅日記から（二）ホンコ と九竜」 （ 『渋柿』大正九年七月号）
　「旅日記から（三）シンガポール」 （ 『渋柿』大正九年八月号）　「旅日記から（四）ペナンとコロンボ」 （ 『渋柿』大正九年九月号）　「自画像」 （ 『中央公論』大正九年九月号）「旅日記から（五）アラビア海から紅海へ」 （ 『渋柿』大正九年十月号）
　「旅日記から（六）紅海 運河へ」 （ 『渋柿』大正九年十一月号）　「小さな出来事」 （ 『中央公論』大正九年十一月号）　「鸚鵡のイズム」 （ 『改造』大正九年十一月号）　「帝展を見ざるの記 中央美術』大正九年十一月号）「旅日記から（七）ポートセドからイタリアへ」 （ 『渋柿』大正九年十二月号）
　
しかもこれらの作品は、すべて友人の小宮豊隆に予め送付さ



































た』 、ツルゲーネフ 『処女地 、トルストイの『アンナカレーニナ』 （いずれも英訳） 、ロマン・ロラン『ジャン・クリストフ』 （日本語訳）などを通読している。まさに乱読と言える意気込みで、
広い範囲の読書に向かっている姿勢が見て取れる。　
そのような意気込みで執筆に取りかかった作品が、 『渋柿』に



































してキリスト教世界とした伝説の王、オラフ・トリグヴェソンが連戦連勝を続けた後、エリック伯と 戦いで落命する最後の船いくさの描写である。寅彦が引用 て示すのは、王の射手であるエーナールの弓に敵射手の矢が命中 て両断する場面である。次のように引用されている。










barskelver, one of the sharpest of bow
shooters, 
stood by the m
ast, and shot w
ith his bow
. E





hich hit the tiller end just above the earlʼs 
head so hard that it entered the w
ood up to the arrow
-shaft. 
T
he earl looked that w
ay, and asked if they knew
 w
ho had 







his hand and his side, and into the stuffi
ng of the chiefʼs stool, 
so that the barb stood far out on the other side. T
hen said 
the earl to a m
an called F
in, but som





aplander ） race, and w
as a superior archer, “Shoot that tall 
m
an by the m
ast. ”
F
in shot; and the arrow

















































留学を終え 学位を取得し、帝国大学教授 地位 得、大正六年には、 士院恩賜賞も授与されている。もちろんそれらは 寅彦自身も願ったキャリアであった。 かし、このキャリアを進む中で、一方で寅彦が望んでいた、寅彦の内面の表現である「文学」への思いは、表現できなくなっていた。　
このオラフ王の最後の戦いの場面で、 「何が失われたのか」と







































ウェーを最終的に統一してキリスト教世界として後にセント・オラーフと称された王の一代記を読む自らの姿を記 いる。この場合も、王は全盛の勢いから 敗地にまみれるが、そこからわずかな手勢だけをつれてノルウェー 再び攻め込 、スチクレスタードの野の決戦に臨む。寅彦は 次のよう 引用している。
　
戦は王に不利であった。……王はトーレ・フンドに切りつけ













にも長女が前日と同じ曲の練習をしていた。そ て同じ低音部だけを繰り返し繰り返しさらっていた。その音楽の布 て行く地盤の上 、遠い昔の北国の曠い野の戦いが進行して行った。同じようにはかないうら悲しい心持ちに、今度は何かしら神秘的な気分が加わっているのであった。　
忠義なハルメソンとその子が王の柩を船底に隠し、石ころを









した構成を採っていると見ることができる。寅彦のこの作品における音楽へのこだわりは、次のように、作品の末尾まで一貫して現実のピアノの演奏と、寅彦自身 想像力の奏で 音楽と 共感覚とを記すのである。
　
その後にも長女は時々同じ曲の練習をしていた。右手のほう










































































かに望める夏の雲の遠景を目にした驚きがこの「春六題」という随筆の発想の起点だろう。それを最後に提示してこの作品を終えている。この「春六題」という作品は、寅彦が、科学読み物あるいは科学論としてしか論じなかった科学上の話題を 「随筆」という自らが選択した形式 ジャンルに取り込んだことに大きな意味がある。大正八年までは、文学と芸術を目指す寅彦と、科学に取り組む理科大学の教授である寅彦の二人がい 。この「春六題」以後には、 学のあり方を含めて、自らの「随筆」 素材して描き出す寅彦 すなわち「吉村冬彦」という筆名の著者が一人いるだけとなった。この年 翌々年 大正十一年には、寅彦代表する科学随筆「電車の混雑について」が、岩波書店の『思想』に「吉村冬彦」の名で発表されて る。　
また、 「田園雑感」では、 「一」で、都会と田舎とどちらが暮ら
しやすいかとの問いから始めて、自分は都会の人々の互い 無関心なあり方を採るとし、その理由 して、 「二」で、田舎の村暮らしが、いかに強い強制力をもって人を縛るかを言う。しかし、 「三」で、そうではあるが、子ども時代を思い出 と、田舎の自然の美しさ懐かしさに惹かれると述べる。ここまでは、平坦な論理的論述によって構成 れているが 「四 で、田舎 盆踊り」の追憶が呼び出 れ 最初の妻、夏子の思い出が引き出されると、論旨は急に一転する。盆踊り 続 て、 「五」では そ
−35−
の時点で急速に失われつつある、農村の伝統的な祭礼である、朝倉村 行事「虫送り」がリズムだけを記した楽譜とともに提示され、そこから、この作品の執筆時点では すでに行われ くなってしまった冬 刈田 行われる朝倉村の祭礼の詳細な記述が され、この祭が、近代の教育を受けた青年たちに なぜそのような行為が行われなければな ない か納得できないよう 非合理な形式の祭礼であることが述べ れる。そして、最後に「六」で、実は、それこそが 作品の考察 起点である、この年に話題になっていた「大本教事件（第一次） 」に言及さ いる。　
この事件では、大本教の二代教主の夫である出口王仁三郎が大










わって分かりやすいが本当の意味を持たない擬似的な文化に覆われるということであるが、この指摘は寅彦の父親もその推進者だった近代の天皇制への批判をも含んでいることに寅彦はおそらく気付いていたろう。とはいえ、一九一〇年の「大逆事件」後の体制批判の思想に対する厳しい視線が向けられて 時点で、のような を正面から主題化する意図は、寅彦に ない。　
この作品における寅彦の意図は、むしろ「四」の中に手書きの
楽譜で掲げられた「虫送り」の太鼓のリズムの提示にある。確かに都会の互いに無関心な人間関係は新しい快適さをもたらした。しかしそこには本来、人々が生きていた生活 が失われている。 「田園雑感」もまた、 春寒」に続く、音楽的随筆として、近代化ととも 失われつつあった「田園の音楽」へのレクイエムだったように思われる。　「春六題」で、寅彦は、植物を含め生命が私たちの生きる世界に生み出す根源的なリズムの存在を指摘し 。 田園雑感 では、
−36−
























寺田寅彦の著作からの引用は、すべて、 『寺田寅彦全集』 （新版） 、1996-1999 、岩波書店、により、作品名と全集の巻数、ページ数を記




















































y Snorri Sturlason, ch. 191.
注





7 『寺田寅彦全集』第三巻、 「春寒」 、四五頁。
注
8 『寺田寅彦全集』第三巻、 「春寒」 、四五─四六頁。
注










13 『寺田寅彦全集』第二巻、 「春六題」 、一 〇頁。
注
14 『寺田寅彦全集』第二巻、 「春六題」 、一 七頁。
注
15 『寺田寅彦全集』第三巻、 「 園雑感」 、七二─ 頁。
注
16 
山田一郎『寺田寅彦
　
妻たちの歳月』岩波書店、
2006 、二〇三頁。
注
17 
末延芳晴『バイオリンを弾く物理学者』平凡社、
2009 、二四 ─二四
四頁。
 
（こみや
　
あきら
　
本学教授）

